
市民窓口は各エントランスからの円滑なアプローチとわかり易いサイン計画などユニバーサルデザインへの配慮を徹底
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相談室は市民・職
員の双方から使い
易くプライバシー
に配慮した配置。
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庁舎とふれあいセンターの接点
にカフェスペースを計画。市民、
職員、議員など様々な人の自然
に共存できる場を創る。

ひと繫がりの市民
窓口は、市民に
とって分かり易く
職員同士の連携も
図りやすい計画。

アクセスしやすい
位置に配置された、
市民に身近で開か
れた議場を計画。

雨に濡れること
なく、各施設へ
アクセス可能。

西側は敷地境界
からセットバッ
クすることで近
隣環境へ配慮。

庁舎とふれあいセ
ンター共用の車寄
せを設け双方へ円
滑にアクセス可能。

既存躯体を利用したテラス
を計画。イベント時には客
席として、平常時には憩い
の場として利用可能。

事業系窓口：各課の連
携が図りやすいようま
とめて配置。十分なカ
ウンター長さを確保。

庁舎機能を維持する上で重要
な設備は最上階にまとめて配
置。日常のメンテナンス性や
被災リスク軽減を考慮。

教育委員会：独立
性を確保した配置
とするとともに、
垂直動線から近い
配置とすることで、
来庁者のアクセス
性にも配慮。

会計課 市民課

税務課

福祉課

こども課
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売店

図書館・
資料館

スクエア広場

ふれあいセンター
の１・２階は、図
書館と資料館をワ
ンルーム状の空間
として整備し、機
能の活性化を図る。

動線を中央に集約することによ
り、庁舎面積を 10%程度縮小し、
コスト縮減と機能充実を実現。
庁舎に行政機能と
市民サービスを、
ふれあいセンター
にアメニティ機能
を集約し、連携を
促す構成とするこ
とで、複合整備の
可能性を最大限に
活用する。

コンパクトで
機能的な庁舎

複合整備

面積縮減

既存のふれ
あ い セ ン
ターを改修

コンパクトな庁舎とふれあいセンターとの
一体的整備 /ふれあいセンターの活用

庁舎

ふれあい
センター

災害時の迅速な
対応ができるよ
う災害対策諸室
を隣接して配置。

避難動線や建具や外
壁のメンテナンス、
日射制御を兼ねたバ
ルコニーを計画。

庁舎とふれあいセンター
に囲まれた賑わいの中心
となるスクエア広場。

駐輪場は分散配置する
ことで、どこからでも
アクセスし易い計画。

総合案内をエント
ランス近傍に設け、
円滑な窓口への案
内をサポート。

ふれあいセンターは南北にエン
トランスを設ける構成に改修緑
道も整備し、建物内外とも通り
抜け可能とし市民に身近に感じ
られる構成。

隣地への影響が少ない
車両動線計画。

セキュリティ確保と市民開放
シンプルなゾーニングにより
庁内のセキュリティをきちん
と確保しながら、閉庁時には
議場や会議室など開放可能な
計画とし、地域の賑わいに寄
与する庁舎を実現。 1F 2F

閉
庁

閉庁
開
放 開放

ふれあい
センター

▶

▶

みんながが立ち寄りやすい庁舎 ( 基本方針１）
　分散していた駐車場を建物近傍にまとめることで、各施設へ円滑にア
クセスできる計画とします。駐車場への出入口を南北に計画し、主要な
通りからの車両アプローチとすることで、分かりやすく歩車分離が徹底
された安全な交通計画とします。ひとまとまりの駐車場は、大規模なイ
ベントや被災時の救援活動スペースとして柔軟に利用できる計画です。
　バス停は庁舎南側、思いやり駐車場を庁舎北側のピロティ空間に配置
することで、雨天時にも雨がかりなく各施設へアプローチできるバリア
フリーに配慮した交通計画とします。

サービス向上と行政経営（基本方針 2)
　新庁舎は 3階建てとして計画します。2階に大きな室
となる議場を配置し、その周りの吹抜空間を介して各階
が連続する空間構成です。各階の構成は以下の通りです。
1 階：市民サービスのフロア　市民課などを中心とした最
も市民のアクセスが多い部署を配置し、ワンストップサー
ビスによる円滑な市民サービスを提供します。
2 階：市民共存のフロア　市政の象徴である議場は透明性
の高い開放的な設えとします。市民ギャラリー、カフェ、
市長を中心とした総務課などの執行部門、議会関係諸室
を全て 2階に配置し、市民が共存する場を創ります。
3 階：専門サービスのフロア　水道課・建設課等の事業系
窓口や教育委員会などの専門性の高い部門を配置します。
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1F: 市民サービスのフロア

2F: 市民共存のフロア

3F: 専門サービスのフロア

閉庁

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

基本設計・実施設計

2025年 2030年

① つくる：庁舎づくりに関わり愛着を深める

② 育てる：まちづくりに取り組む人材を育てる

実施運営

◯イベント（例）
▶ 廃線マルシェ
▶ ローカルダンス
▶ 農産物販売 など

市民参加の活用検討ワークショップ

◯話し合うこと（例）
▶ 新庁舎でやりたい活動
▶ 必要な機能や備品
▶ 利用料金・使い方のルール      など

＼市民が活用方法を検討／

活用検討 
ワークショップ

＼みんなで祝う／

新庁舎 
お披露目会

地域のタネ
プロジェクト

市民と一緒に、地域ならではの樹々の
種を拾い、苗木を育て、ランドスケー
プに活かすプロジェクトを行う

＼地域と育むランドスケープ／

＼イベントを企画／＼まちづくりについて学ぶ／ ＼地域で活躍する人材育成／

お披露目
作戦会議

勉強会
まちづくりや地域資源
の活用などについて学
ぶ機会をつくる

研修会
地域のまちづくりに取
り組む人材を育成する
場をつくる

設計者選定 建設工事 移転 運用開始：地域に愛される拠点に

【市民と一緒に取り組むこと】

そのほか市民が関われる庁舎づくりの工程 ： 地鎮祭、現場見学、芝張り など

地域を育む 庁舎づくり(基本方針5）
地域に愛される庁舎となるよう、市

民が庁舎づくりに関われる様々なプロ
グラムをつくります。地域の未来を考
え、地域で活動する人を増やす機会も
提案します。新しくできた庁舎に愛着
を持った市民が庁舎を地域活動の拠点
として利用することで、地域の賑わい
づくりや活性化につなげていきます。

スクエア広場や公園、ふれあいセン
ターなど、市民が使えるスペースの
活用を検討するワークショップを開
催し、意見を基本設計に活かす。

新しくできた庁舎が地域の拠点となるためには、そこで活動する人が重要。
庁舎づくりに並行して、まちづくりの担い手を育成し、完成した庁舎の利用
と地域のにぎわいづくりや活性化につなげる。

市民とお披露目会
新庁舎の完成を祝う
イベントを市民と企
画し、庁舎を身近な
存在とする。

ふれあいセンターからカフェを見る[新庁舎]

市民共存フロア カフェ

市民窓口系 等

事業系 等

公民館

多目的ホールアトリウム

図書-資料館

図書-資料館

[ふれあいセンター]

大口城跡

VIEW

麓
エリア

山野線跡
水路
大口商店街

お祭り時には歩行
者天国となる大口
商店街と広場がつ
ながる

「大口城跡」と「茅葺屋根の武家
屋敷や特徴的な石垣が残る麓」
等、地域の歴史を望む

建設地のみに配置 建設地・周辺市有地も含めて再配置
[特徴]
・駐車場が集約される
・駐車場と建物が隣接
・山野線跡沿いに

公園と緑道が連続する
・建設コストはUP

・公園面積:2800㎡
・駐車場台数:250台

(元気こころ館除く)

・公園面積:2800㎡
・駐車場台数:244台

(元気こころ館除く)
バス停
バス経路

バス停
バス経路

[特徴]]
・駐車場が散在
・公園と駐車場が隣接
・駐車場-建物の距離が遠い
・建設コストは安い

まちづくりの拠点として、新庁舎・ふれあいセンター
・スクエア広場・公園の一体的整備 (基本方針5)

新庁舎とふれあいセンターの整備を一体的に捉え、
建設地のポテンシャルを高め、さらに周辺市有地まで
整備範囲を含めることにより、計画地一帯が市民生活
の拠点となることを目指します。
周辺市有地の再編成による市民エリア整備
 　公園を建設地の南側街区と北側街区に配置し、散在
した駐車場を建設地内に集約することで、計画地周辺
の歩車混在を最大限回避し市民の安全性を高めます。
街路樹・建設地内の植栽と南北の公園がつながり、鉄
道記念公園を含めた周辺一帯が緑に囲まれた市民エリ
アとなる計画です。

広場・新庁舎・ふれあいセンターの一体的整備
　ふれあいセンターの南面はスクエア広場に対し全開
放できるように改修し、新庁舎の１階も含めてスクエ
ア広場と内外が連続する空間として整備します。

風土と歴史を活かして市民の場所を創る（基本方針5)
山野線跡に沿って計画地周辺全体をリニアな一つな

がりの公園的空間として再構成します。南側に大きな
テラスと大階段を設け、大口城跡や麓方向を望む場を
用意します。大口商店街からのアプローチに面してオ
ープンスペースと正面性のある建築の表情を与えます。

市民共存フロア（新庁舎２階）とふれあいセンター
アトリウムとのつながり

本提案では、新庁舎の２階に議場、議会関連諸室、
市長を中心とした行政執行部門および市民ギャラリー
とカフェを配置し、全ての市民が共存するフロアとな
っています。ふれあいセンターの大きなアトリウムは
カフェゾーンを介して新庁舎2階の市民共存のフロア
とつながるように改修します。

建設コストや事業計画に合わ
せた柔軟な整備
　周辺市有地を含めた一体的
な整備計画を実現して行くた
めには、建設コストに合わせ
た整備範囲の調整や中長期的
視野に立った段階的整備を検
討するなどの必要があると考
えます。
ふれあいセンターの改修メニ
ューを含め、市との協議や市
民ワークショップを通して、
柔軟な整備計画の立案を検討
します。

新庁舎

大口ふれあいセンター

元気こころ館

スクエア広場

公園

公園

駐車場

機械室
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教育委員会部門執務室

事業系部門執務室

会議室

市長室
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倉庫

議会関連諸室
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アトリウム
防災対策室

図書館・資料館

ダンススタジオ

休憩コーナー トレーニングジム

アトリウム

和室

調理実習室

駐車場入口

駐車場
  出口

新バス停

現バス停方向へ

執行部門執務室

市民ギャラリー
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み
ん
な
で
時
間
を
共
有
し
、
賑
わ
い
を
育
む

　
　
伊
佐
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
新
庁
舎
の
整
備

新
庁
舎
の
設
計
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
市
民
も
職
員
も
、
み
ん
な
が
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
庁

舎
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
大
口
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
と
新
庁
舎
の
複
合
化
に
よ
り
、
新
た
な
賑
わ
い
を
育
む
拠
点
と

な
る
、
伊
佐
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
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と
し
て
の
新
庁
舎
を
め
ざ
し
ま
す
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伊
佐
市
新
庁
舎
建
設
基
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・
実
施

設
計
等
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
二
次
審

査
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
、
７
月
５
日
（
日
）

に
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
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今
回
の
審
査
は
、
設
計
条
件
に
合

わ
せ
て
適
切
な
設
計
が
で
き
る
設
計

者
を
選
定
し
た
も
の
で
す
。
提
案
内

容
が
そ
の
ま
ま
新
庁
舎
の
設
計
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
な
配
置
や
建
物
に
す
る
の
か
も
含

め
て
、
こ
れ
か
ら
設
計
を
始
め
て
い

き
ま
す
。

※
提
案
書
や
審
査
の
講
評
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
講
評
は
次
の
場
所
で
も
閲

　

覧
で
き
ま
す
。

〇
財
政
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市
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（
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口
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）
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地
域
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務
課
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菱
刈
庁
舎
）

〇
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
窓
口

※提案内容はイメージです。このとおり設計するものではありません。

〇
ま
ご
し
館
窓
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■
基
本
・
実
施
設
計
の
契
約
を
締
結

　

最
優
秀
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の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
ア
ン

ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
Ｄ
ａ
ｉ
建
築
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
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と
基
本
・

実
施
設
計
業
務
の
業
務
委
託
契
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締
結
し
ま
し
た
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今
後
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
市
民
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、

設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
最
優
秀
者
の
審
査
講
評
】（
抜
粋
）

○
大
口
ふ
れ
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い
セ
ン
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ー
と
２
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を
接
続
し
た
一
体
的
な
空
間

○
市
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の
利
用
も
見
据
え
な
が
ら
吹

　

き
抜
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の
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中
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に
配
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○
全
体
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３
層
と
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コ
ン
パ
ク
ト

　

に
庁
舎
機
能
を
ま
と
め
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○
ふ
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あ
い
通
り
線
に
面
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た
バ
ス

　

停
や
庁
舎
２
階
へ
の
大
階
段
、
地

　

上
外
部
に
開
か
れ
た
ア
ト
リ
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ム

　

改
修

○
竣
工
後
の
ア
フ
タ
ー
業
務
実
施
に

　

対
し
て
強
い
安
心
感

○
公
園
を
計
画
地
外
に
配
置
す
る
こ

　

と
へ
の
懸
念

市民窓口は各エントランスからの円滑なアプローチとわかり易いサイン計画などユニバーサルデザインへの配慮を徹底
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相談室は市民・職
員の双方から使い
易くプライバシー
に配慮した配置。
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庁舎とふれあいセンターの接点
にカフェスペースを計画。市民、
職員、議員など様々な人の自然
に共存できる場を創る。

ひと繫がりの市民
窓口は、市民に
とって分かり易く
職員同士の連携も
図りやすい計画。

アクセスしやすい
位置に配置された、
市民に身近で開か
れた議場を計画。

雨に濡れること
なく、各施設へ
アクセス可能。

西側は敷地境界
からセットバッ
クすることで近
隣環境へ配慮。

庁舎とふれあいセ
ンター共用の車寄
せを設け双方へ円
滑にアクセス可能。

既存躯体を利用したテラス
を計画。イベント時には客
席として、平常時には憩い
の場として利用可能。

事業系窓口：各課の連
携が図りやすいようま
とめて配置。十分なカ
ウンター長さを確保。

庁舎機能を維持する上で重要
な設備は最上階にまとめて配
置。日常のメンテナンス性や
被災リスク軽減を考慮。

教育委員会：独立
性を確保した配置
とするとともに、
垂直動線から近い
配置とすることで、
来庁者のアクセス
性にも配慮。
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書館と資料館をワ
ンルーム状の空間
として整備し、機
能の活性化を図る。

動線を中央に集約することによ
り、庁舎面積を 10%程度縮小し、
コスト縮減と機能充実を実現。
庁舎に行政機能と
市民サービスを、
ふれあいセンター
にアメニティ機能
を集約し、連携を
促す構成とするこ
とで、複合整備の
可能性を最大限に
活用する。

コンパクトで
機能的な庁舎

複合整備

面積縮減

既存のふれ
あ い セ ン
ターを改修

コンパクトな庁舎とふれあいセンターとの
一体的整備 /ふれあいセンターの活用
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災害時の迅速な
対応ができるよ
う災害対策諸室
を隣接して配置。

避難動線や建具や外
壁のメンテナンス、
日射制御を兼ねたバ
ルコニーを計画。

庁舎とふれあいセンター
に囲まれた賑わいの中心
となるスクエア広場。

駐輪場は分散配置する
ことで、どこからでも
アクセスし易い計画。

総合案内をエント
ランス近傍に設け、
円滑な窓口への案
内をサポート。

ふれあいセンターは南北にエン
トランスを設ける構成に改修緑
道も整備し、建物内外とも通り
抜け可能とし市民に身近に感じ
られる構成。

隣地への影響が少ない
車両動線計画。

セキュリティ確保と市民開放
シンプルなゾーニングにより
庁内のセキュリティをきちん
と確保しながら、閉庁時には
議場や会議室など開放可能な
計画とし、地域の賑わいに寄
与する庁舎を実現。 1F 2F

閉
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開
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▶

▶

みんながが立ち寄りやすい庁舎 ( 基本方針１）
　分散していた駐車場を建物近傍にまとめることで、各施設へ円滑にア
クセスできる計画とします。駐車場への出入口を南北に計画し、主要な
通りからの車両アプローチとすることで、分かりやすく歩車分離が徹底
された安全な交通計画とします。ひとまとまりの駐車場は、大規模なイ
ベントや被災時の救援活動スペースとして柔軟に利用できる計画です。
　バス停は庁舎南側、思いやり駐車場を庁舎北側のピロティ空間に配置
することで、雨天時にも雨がかりなく各施設へアプローチできるバリア
フリーに配慮した交通計画とします。

サービス向上と行政経営（基本方針 2)
　新庁舎は 3階建てとして計画します。2階に大きな室
となる議場を配置し、その周りの吹抜空間を介して各階
が連続する空間構成です。各階の構成は以下の通りです。
1 階：市民サービスのフロア　市民課などを中心とした最
も市民のアクセスが多い部署を配置し、ワンストップサー
ビスによる円滑な市民サービスを提供します。
2 階：市民共存のフロア　市政の象徴である議場は透明性
の高い開放的な設えとします。市民ギャラリー、カフェ、
市長を中心とした総務課などの執行部門、議会関係諸室
を全て 2階に配置し、市民が共存する場を創ります。
3 階：専門サービスのフロア　水道課・建設課等の事業系
窓口や教育委員会などの専門性の高い部門を配置します。
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サービス向上と行政経営（基本方針 2)
　新庁舎は 3階建てとして計画します。2階に大きな室
となる議場を配置し、その周りの吹抜空間を介して各階
が連続する空間構成です。各階の構成は以下の通りです。
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施設・公園配置継承プラン                      「つなぐ」プラン 

 
 

 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  北側・公園南側プラン                     公園でつながるみんなの市庁舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ お問い合わせ先 ◆ 

伊佐市役所 財政課 庁舎建設推進係 

〒895-2511 伊佐市⼤⼝⾥1888 番地 電話︓0995-23-1311（内線 1147） 

新庁舎（複合施設）の配置案について⿅児島⼤学の学⽣がプレゼンしました︕ 

 

 
1F 建 

2F 建 

■グループワーク-１ 

第３回市⺠ワークショップ等で出し合った新庁舎（複合施設）の配置案について、⿅児島⼤学

の学生がメリット・デメリットなどをわかりやすくまとめ、当日プレゼンしました。ワークショ

ップ参加者はこのプレゼンを聞いた上で、どの配置案で使い方の話がしたいかを選びました。 
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・現在の施設配置を継承する

ことでコスト削減 

・新庁舎は市⺠利⽤が多い部

屋をまとめる 

・新庁舎屋上に多目的広場を

設ける 

コンセプト 

・バスロータリーと公園と

のつながりを意識 

・新庁舎を２階にすること

でふれセンの日照を確保 

・各部屋の配置は各階で役

割ごと分類、区分する 

コンセプト 

・市⺠の活動のための屋外

空間（オープンスペース）

を全面に一体的に創出 
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News 第 4 号 
伊佐市の新庁舎建設に向けた 

市⺠ワークショップ 

第４回伊佐市の新庁舎建設に向けた市⺠ワークショップを開催しました︕ 

◆第4回ワークショップ◆ 

 

開 催 日︓１２月１５日（日） 

開催時間︓14︓00〜16︓00 

開催場所︓⼤⼝ふれあいセンター 

３階多目的ホール 

 

-------------当
日のプログラム------------ 

①開会 
②本日のプログラム、前回のふりかえり 

③⿅児島⼤学の学生によるプレゼン 

④グループ分け 

⑤ワーク 
 新庁舎（複合施設）の多様な使い方を考

える 
⑥発表・まとめ・投票 

⑦閉会 

伊佐市では新庁舎建設に向けた検討を進め

ています。新庁舎は、⼤口ふれあいセンター周

辺にまちの活性化に寄与する複合施設として

整備する予定です。 

この新庁舎建設に伴い、市⺠の皆さんが⾃由

に意⾒を交換し、アイデアや提案を出し合う全

4回の市⺠ワークショップを開催しています。 

 
第4回は、新庁舎（複合施設）の配置やそれ

に基づく実際の利⽤をイメージしながら、どん

な空間の使い方ができるか、⾃分⾃身がどんな

使い方をしたいかについて意⾒を出し合いま

した。 
 

■市⺠ワークショップ全 4 回のプログラム■ 

第２回 

第３回 

第１回 

第４回 

こんな施設配置にしたい 11 月 23 日（土） 
菱刈庁舎 

３階⼤会議室 こんな施設（庁舎）にしたい 10 月 27 日（日） 

回 
 

テーマ 
 

開催日 
 

会場 
 

こんな地区拠点にしたい 
1 階和室 

こんな施設の使い方をする 
12 月 15 日（日） 3 階  

9 月 28 日（土） 

⼤⼝元気こころ館 

多目的ホール 

⿅児島⼤学の学⽣が制作した⼤口ふれあいセンター周辺の建物の模型が当日展⽰されました。 

新庁舎（複合施設）を整備する予定の⼤⼝ふれあいセンター周

辺の建物の模型を⿅児島⼤学の学生が作成し、⼤学生が考える

新庁舎（複合施設）の配置イメージとともに、展示されました。

模型を⾒ながら、周辺の建物の⾼さなどがイメージできました。 

※各回紙面を通して、ワークショップの様子をお伝えしています。 
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  北側・公園南側プラン                     公園でつながるみんなの市庁舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ お問い合わせ先 ◆ 

伊佐市役所 財政課 庁舎建設推進係 

〒895-2511 伊佐市⼤⼝⾥1888 番地 電話︓0995-23-1311（内線 1147） 

新庁舎（複合施設）の配置案について⿅児島⼤学の学⽣がプレゼンしました︕ 

 

 
1F 建 

2F 建 

■グループワーク-１ 

第３回市⺠ワークショップ等で出し合った新庁舎（複合施設）の配置案について、⿅児島⼤学

の学生がメリット・デメリットなどをわかりやすくまとめ、当日プレゼンしました。ワークショ

ップ参加者はこのプレゼンを聞いた上で、どの配置案で使い方の話がしたいかを選びました。 

屋上 
庭園 

バスロータ
リー バ

ス
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2F 建 

駐
車
場 

 

4F 建 

駐車場 

コンセプト 

・現在の施設配置を継承する

ことでコスト削減 

・新庁舎は市⺠利⽤が多い部

屋をまとめる 

・新庁舎屋上に多目的広場を

設ける 

コンセプト 

・バスロータリーと公園と

のつながりを意識 

・新庁舎を２階にすること

でふれセンの日照を確保 

・各部屋の配置は各階で役

割ごと分類、区分する 

コンセプト 

・市⺠の活動のための屋外

空間（オープンスペース）

を全面に一体的に創出 

4F 建 

 

バスロータリー 

駐
車
場 

コンセプト 

・新庁舎を分棟かつ低層に

して公園と庭園で建物を

接続 

駐
車
場 

 

バスロー
タリー 

駐車場 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

News 第 4 号 
伊佐市の新庁舎建設に向けた 

市⺠ワークショップ 

第４回伊佐市の新庁舎建設に向けた市⺠ワークショップを開催しました︕ 

◆第4回ワークショップ◆ 

 

開 催 日︓１２月１５日（日） 

開催時間︓14︓00〜16︓00 

開催場所︓⼤⼝ふれあいセンター 

３階多目的ホール 

 

-------------当
日のプログラム------------ 

①開会 
②本日のプログラム、前回のふりかえり 

③⿅児島⼤学の学生によるプレゼン 

④グループ分け 

⑤ワーク 
 新庁舎（複合施設）の多様な使い方を考

える 
⑥発表・まとめ・投票 

⑦閉会 

伊佐市では新庁舎建設に向けた検討を進め

ています。新庁舎は、⼤口ふれあいセンター周

辺にまちの活性化に寄与する複合施設として

整備する予定です。 

この新庁舎建設に伴い、市⺠の皆さんが⾃由

に意⾒を交換し、アイデアや提案を出し合う全

4回の市⺠ワークショップを開催しています。 

 
第4回は、新庁舎（複合施設）の配置やそれ

に基づく実際の利⽤をイメージしながら、どん

な空間の使い方ができるか、⾃分⾃身がどんな

使い方をしたいかについて意⾒を出し合いま

した。 
 

■市⺠ワークショップ全 4 回のプログラム■ 

第２回 

第３回 

第１回 

第４回 

こんな施設配置にしたい 11 月 23 日（土） 
菱刈庁舎 

３階⼤会議室 こんな施設（庁舎）にしたい 10 月 27 日（日） 

回 
 

テーマ 
 

開催日 
 

会場 
 

こんな地区拠点にしたい 
1 階和室 

こんな施設の使い方をする 
12 月 15 日（日） 3 階  

9 月 28 日（土） 

⼤⼝元気こころ館 

多目的ホール 

⿅児島⼤学の学⽣が制作した⼤口ふれあいセンター周辺の建物の模型が当日展⽰されました。 

新庁舎（複合施設）を整備する予定の⼤⼝ふれあいセンター周

辺の建物の模型を⿅児島⼤学の学生が作成し、⼤学生が考える

新庁舎（複合施設）の配置イメージとともに、展示されました。

模型を⾒ながら、周辺の建物の⾼さなどがイメージできました。 

※各回紙面を通して、ワークショップの様子をお伝えしています。 

 

第２回

第３回

第１回

第４回

こんな施設配置にしたい
11月 23日（土）

菱刈庁舎

３階大会議室

こんな施設（庁舎）にしたい
10月 27日（日）

回

テーマ（予定）

開催日

会場

こんな地区拠点にしたい

1階和室

こんな施設の使い方をする
12月 15日（日） 3階多目的ホール

■市民ワークショップの全4回のプログラム

9 月 28日（土）

市民ワー
クショッ

プ
伊佐市

の新庁
舎建設

に向けた

News
第１号

伊佐市の新庁舎建設に向けた市民ワークショップがはじまりました！

（赤色破線）：まちあるきルート

大口ふれあいセンターは

駅舎跡に建設され、建物

は の型を模しています

中央公園はたくさんの子ど

もたちが遊んでいました

車の往来が少ないので、

ゆっくり散策しました

昔の商店街の話に興味

津々でした

まっすぐ一直線の道路。

街路樹がきれいです

施設の駐車場はいつも多

くの車が停まっています

小さな段差は気になりま

すが、広く歩きやすい歩

道です

大口ふれあいセンター周辺を参加者全員で歩きました！

伊佐市では新庁舎建設に向けた検討を

進めています。新庁舎は、大口ふれあい

センター周辺にまちの活性化に寄与する

複合施設として整備する予定です。

この新庁舎建設に伴い、市民の皆さん

が自由に意見を交換し、アイデアや提案

を出し合う全 回の市民ワークショップを

開催しています。

■ワークショップとは？

参加者同士で様々な意見を出し合いな

がら、あるテーマについて語り合う場、手

法のことです。

■どんな人が参加しているの？

参加を希望した市民や市内の高校生に

加え、鹿児島大学との包括連携の一環とし

て、理工学研究科の教員と学生も参加して

います。

大口元気こころ館

多目的ホール

◆ お問い合わせ先 ◆

伊佐市役所 財政課 庁舎建設推進係

〒
伊佐市大口⾥

番地 電話：

（内線
）

大口ふれあいセンター

中央公園

大口中央交番

■新庁舎建設の敷地について

新庁舎建設の敷地は、現時点では以下

の範囲（赤枠）を想定し、協議を進めて

います。
なお、青枠は敷地周辺の市有地を示し

ています。

※２回目以降も紙面を通して、ワークショップの様子をお伝えします

■第1回ワークショップの流れ・様子

第 回は、大口ふれあいセンター周辺に新

庁舎が建設されることをイメージしながら

まちを歩き、以前の町の様子や子どもの頃

の思い出、また、普段から気になっている

町の様子のことを話しながら歩きました。

その後、 つのグループに分かれ、ふれあ

いセンターやその周辺のよいところ、気に

なるところの意見を出し合い、これから

先、どのようになったらよいかを話し合い

ました。
また、グループごとの話し合いの内容は

発表をし、全体でどのような意見や感想が

あったかを共有しました。たくさんの意見

が活発に交わされました。

大口元気こころ館

◆第１回ワークショップ◆

開 催 日：９月２８日（土）

開催時間： ： ～ ：

開催場所：大口ふれあいセンター

１階和室

-------
------当

日のプログラム-------
-----

①開会
②新庁舎建設についての説明

③グループ分け

④大口ふれあいセンター周辺のまちあるき

⑤ワークショップ

“よいところ”と“気になるところ”

”どんな場所になったらいいか（期待）”

⑥発表・まとめ

⑦閉会
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市民ワークショップの様子

◇新庁舎建設の必要性を判断するまで

平成 29 年度まで　 ・新庁舎建設の可能性や方針等の検討

◇基本構想策定への取組み

平成 30 年    ３月　　・第１回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想素案について）

　　　　　　　　　　※伊佐市新庁舎建設検討委員会 :学識経験者（鹿児島大学）や市議会議員、市内の公共的

　　　　　　　　　　　団体等の代表者等で構成

　　　　　５月　　・第２回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想素案について）

　　　　　６月　　・第３回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想素案について）

　　　　　７月　　・第４回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想答申案と建設候補地について）

　　　　　８月　　・第５回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想答申案について・建設候補地視察）

　　　　　　　　　・第６回伊佐市新庁舎建設検討委員会（建設候補地評価基準と評価方法の検討）

　　　　　９月　　・第７回伊佐市新庁舎建設検討委員会（建設候補地について）

　　　　　　　　　・第８回伊佐市新庁舎建設検討委員会（建設候補地について）

　　　　 11 月　　・第９回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本構想素案及び建設候補地答申）

　　　　　　　　　・基本構想案及び建設候補地案決定

 　　　　12 月　　・基本構想案についてのパブリックコメント実施（平成 31 年１月まで）

平成 31 年    ２月　　・基本構想案についてのパブリックコメント結果公表

　　　　　　　　　・基本構想策定案を地域審議会（大口地区・菱刈地区それぞれの市民で構成）で説明

　　　　　３月　　・「伊佐市新庁舎建設基本構想」策定　計画地は大口ふれあいセンター周辺（中央公園側）

　　　　　４月　　・基本構想概要を行政説明会（各自治会長などが対象）で説明

令和元年　５月　　・基本構想概要版の市内世帯等への配布

■新庁舎建設事業のこれまでの取組みなど

◇基本計画策定への取組み

令和元年　８月　　・第 10 回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本計画案について）

　　　　　９月　　・第１回市民ワークショップ（こんな地区拠点にしたい !!）

　　　　 10 月　　・第１回職員ワークショップ（新庁舎のあり方について）

　　　　　　　　　・第２回市民ワークショップ（こんな施設（庁舎）にしたい !!）

　　　　 11 月11 月　　・第２回職員ワークショップ（新庁舎の配置について）

　　　　　　　　　・第３回市民ワークショップ（こんな施設配置にしたい !!）

　　　　 12 月12 月　　・第３回職員ワークショップ（基本計画案について）

　　　　　　　　　・第４回市民ワークショップ（こんな施設の使い方をする !!）

　　　　　　　　　・基本計画案決定

令和２年　１月　　・第 11 回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本計画案について）

　　　　　　　　　・基本計画案についてのパブリックコメント実施（２月まで）

　　　　　　　　　・第 12 回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本計画案について）

　　　　　２月２月　　・第 13 回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本計画案について）

　　　　　　　　　・第 14 回伊佐市新庁舎建設検討委員会（基本計画案答申）

　　　　　３月３月　　・基本計画案についてのパブリックコメント結果公表

　　　　　　　　　・基本計画策定案をコミュニティ連絡協議会理事会（各コミュニティ協議会会長で構成）で説明

　　　　　　　　　・基本計画策定案を行政改革推進委員会（市内の公共的団体等の代表者等で構成）で説明

　　　　　　　　　・「伊佐市新庁舎建設基本計画」策定

　　　　　　　　　・鹿児島大学による新庁舎周辺のまちづくりを題材とした学生作品の展示（４月まで）

　　　　　５月５月　　・基本計画概要版の市内世帯等への配布

◇基本設計・実施設計への取組み

令和２年　４月　　・第１回伊佐市新庁舎建設設計業務委託事業者選定等委員会（新庁舎建設設計業務委託事業

　　　　　　　　　　者選定の進め方についてなど）※伊佐市新庁舎建設設計業務委託事業者選定等委員会 :学

　　　　　　　　　　識経験者（鹿児島大学・熊本大学）や県職員、市職員等で構成

　　　　　　　　　・第２回伊佐市新庁舎建設設計業務委託事業者選定等委員会（実施要領、仕様書及び評価表についてなど）

　　　　　６月　　・第３回伊佐市新庁舎建設設計業務委託事業者選定等委員会（一次審査）

　　　　　７月　　・第４回伊佐市新庁舎建設設計業務委託事業者選定等委員会（二次審査）【公開プレゼンテーションとヒアリング】

　　　　　８月　　・設計者（シーラカンスアンドアソシエイツ・Ｄａｉ建築ＤＥＳＩＧＮ 共同企業体）が決定
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新庁舎建設について

みなさんの 疑問疑問 にお答え  します！

今の庁舎が老朽化していること、防災拠点としての安全性が確保できていない

こと、行政機能が複数の施設に分かれていて非効率なことが大きな理由です。

どこに建設するの？
大口ふれあいセンターの中央公園側です。

「8,000 ㎡」 はあくまでも庁舎に必要な延床面積の目安です。
・ ・

・ ・

いいえ、大口ふれあいセンターはもっと利用しやすくし、中央公園も建設予定

地内で整備する計画です。

それにしたって、40 億円という費用はかかり過ぎでは？

豪華な庁舎ができてしまうんじゃないの？

事業費は新庁舎を建設した他自治体の例などをもとに想定したものですが、目

安を定めたうえで、事業費を抑えるための工夫も検討します。例えば、工事量

や工期を縮減したり、補助金などを活用したりするなどの工夫をすれば、事業

費を減らすことができますよね。必要以上に豪華あるいは華美な庁舎をつくる

つもりはありませんので、ご安心ください。

いいえ、目安を定めたうえで、建設費用を抑えるために面積を減らす工夫も検

討します。例えば、大口ふれあいセンターの会議室や空いているスペースを市

役所としても使うなどの工夫をすれば、新たにつくる庁舎の面積を減らすこと

ができますよね。

「40 億円」 はあくまでも建設に必要と思われる額の目安です。

計画中である県内他自治体の本庁舎は 12,000 ㎡で 60 億円を見込んでいま

す。単純に比較すると、8,000 ㎡だと 40 億円を見込むことになりますよね。

伊佐市だけが特別に多額の費用を想定しているわけではありません。

どうして庁舎の建て替えが必要なの？
担当職員

大口ふれあいセンターや中央公園はなくなるの？

延床面積 8,000 ㎡の広さになるって本当かしら？

じゃあ、目安どおりに 8,000 ㎡の広さの建物をつくるってこと？

事業費が 40 億円っていうのは本当？

Ａ .

Ａ .

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Question

Ａｎｓｗｅｒ

？

？
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借入額の 40％がキャッシュバックされるイメージです。有利な借入れなのがお分かり

いただけたでしょうか。この借入れを活用するには令和５年度までに庁舎が完成する必

要があります。財政を圧迫しない、伊佐市の規模に見合った設計に努めていきます。

住宅建築費を 2,000 万円として…（例）

住宅ローンの対象（1,250 万円） 対象外（750 万円）

90％ （1,100 万円）は住宅ローンを活用 10％

自己資金（貯金）40％

期間限定キャッシュバック

60％

自己資金（将来負担分）

自己資金

（貯金）

440 万円 660 万円 900 万円

建設後の経費とは？

返済していけるの？

必要経費の全部を借り入れるわけではありません。まずはこ

れまで積み立てた基金などを活用し、合併推進債という合併

した市町村が利用できる有利な借入れを、必要な分だけ活用

する計画です。下表は事業財源の内訳イメージです。

ちょっと分かりにくいかもしれないので、

事業を住宅建築に、合併推進債を住宅

ローンに置き換えてお示しします。

新庁舎に必要なことや必要なものを考えると、半分の費用でつくること

は難しいです。事業費についてはなるべく抑えることはもちろん、建設

後の経費も見越しておく必要があります。

建設後、数十年にわたって必要となる電気代や修

繕費などのランニングコストのことです。省エネ

化を行い、また、頻繁な改修や増築などが必要と

ならないように計画します。

これまで庁舎建設のために毎年積み立ててきた額と同じくらいの額を返

済に充てていくことを想定しています。貯金が返済にかわるだけで毎年

の財政運営にはほとんど影響がないため、ご安心ください。

総事業費を 40 億円として…（例）

合併推進債の対象 （25 億円） 対象外（15 億円）

90％ （22 億円） は合併推進債を活用 10％

一般財源（基金）40％

交付税措置

60％

一般財源（将来負担分）

一般財源

（基金）

９億円 13 億円 18 億円

借金をするの？

想定費用の半分くらいでつくれないの？

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ｑ.

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Ａ .
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いいえ、菱刈庁舎は廃止せずに活用し、

市民窓口や相談機能などはいままでど

おりご利用いただく予定です。

設計業者の考え方や技術などを評価して設計業者を決める

ものです。実際の設計はそのあとに行います。

いいえ、まだ決まっていません。新聞などで報道されたイメージは、あく

まで設計業者の考え方や技術を審査するためのものです。いまは設計業者

が決まっているだけで、これから行う設計で庁舎の配置や平面計画などを

つくり上げていくことになります。もちろん、市民のみなさまの声をお聴

きしながら進めていきます。

ここまでのお話は、新庁舎建設の「基本構想」と「基本計画」に書いてあ

る内容です。詳しくは市ホームページなどでご覧になれます。また、市民

説明会やワークショップも開催しますので、ぜひお越しください。

　市では、令和５年度中の新庁舎完成に向けて、平成 31 年３月に基本構想を、令和２年３月に

基本計画を策定し、これから基本設計・実施設計に取り組み始めます。

　このたび、新庁舎建設についての検討の経緯や考え方、整備方針など、市民のみなさまの理解

を深めていただくため、次のとおり新庁舎建設についての説明会を開催します。

日　時 会　場（座席数）

10 月 16 日 （金） 19 時～ 20 時 30 分 　　菱刈環境改善センター多目的ホール （80 席）

10 月 17 日 （土） 19 時～ 20 時 30 分 　　大口ふれあいセンター多目的ホール （100 席）

問い合わせ先　財政課庁舎建設推進係　☎㉓１３１１

■新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から・・・

  •  •参加者席数を制限します。あらかじめご了承ください。

  •  •説明会の様子は、後日、市ホームページで動画配信する予定です。ご視聴環境がある人などの

　ご参加は、なるべくお控えくださいますようお願いします。

  •  •中学生以下の人の参加はご遠慮ください。また、託児所も設けませんので、ご了承ください。

  •  •マスク着用のうえご参加ください。熱があるなど体調がすぐれないの人の入場はお断りします。

※両日とも同じ内容となりますので、いずれかの会場にお越しください。

※会場内での撮影や録音はお断りします。

新庁舎建設についての市民説明会を開催します

菱刈庁舎はなくなるの？Ｑ.

設計業者を決定したプロポーザル方式って何？Ｑ.

外観図や平面図を見たんだけれど、設計案は決

まってるんじゃないの？
Ｑ.

庁舎建設について、もっと知りたいんだけれど．．．Ｑ.

Ａ .

Ａ .

Ａ .

Ａ .


